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事例31◆國學院大學

１．大学の概要

國學院大學は1882（明治15）年に創設された「皇典

講究所」を母体としており、明治初期の極端な欧化政

策に対し、我が国の歴史、民族性に基づいた文化、思

想、体制の確立を目指す気運の高まりを受けて創設さ

れたものである。この趣旨は今日に受け継がれ、本学

は日本文化の究明と徳性の涵養を建学の精神としてい

る。すなわち、日本文化の本質を明らかにすることに

より、日本人としての確かな自己認識を深め、異文化

の長所を学びつつ、新たな日本文化の形成に寄与する

人材の育成を目指すものである。

現在では文学部、法学部、経済学部、神道文化学部

の４学部におよそ10,000人の学生を擁し、深い教養と

専門性を兼ね備えた人材の育成を目指して、教育・研

究活動を展開している。

2002（平成14）年、前学長の下に制定された「21世

紀研究教育計画委員会」及び現学長の下に策定した

「教育の基本方針と施策」に基づき、少子高齢化、国際

化、環境問題など、新しい課題にも対応した改革を進

めている。本プログラムもこの潮流を基底とする取組

のひとつである。

２．本プログラムの概要

國學院大學では、徳性の涵養をうたう建学の精神に基

づき、全学的学生支援に取り組んでいる。独自に開発し

た学生支援システムK-SMAPY（Webを活用したポータ

ルサイト）を利用することにより、役割分担を超えた支

援を実現するとともに修学相談、キャリア形成支援、保

護者会における人的支援を充実させてきた。さらに情報

セキュリティを強化して社会的責任を果たすため、

ISO27001を取得し、認証評価を通じて教職員の意識と

スキル向上を図っている。

本プログラムは従来の支援による成果を分析した結果

をふまえ、コンピテンシー診断を導入して学生に「振り

返り」と自己評価の機会を提供する。同時に学生の意識

改革と人間的成長を促すWeb版自発的ポートフォリオ

の作成を推進していく。

学生は「自分史」を作り上げる作業を通して視野を広

げ、社会人基礎力を育むことになる。これによって中途

退学者を減らし、社会的課題であるニート・フリーター

対策にも資するプログラムである。

３．本プログラムの趣旨・目的

本プログラムでは、これまでに実施してきた修学支

援、キャリア形成支援の評価と分析をふまえ、学生が

自己理解を深め、社会との関わりにおいて必要な力を

自覚するためにコンピテンシー診断を実施する。

K-SMAPYを通じて診断結果を学生へ提供し、社会

で必要とされる能力とそれに対応する自分の特性に気

づいてもらう。続いてその結果を起点として、学生自

ら自分史を作成し、ポートフォリオとして発信する仕

組みを構築する。教職員は学生が発信するポートフォ

リオを学生カルテとして活用し、面談を中心としたよ

りきめ細かな人的支援体制を整備する。

この取組は、堅牢なセキュリティに守られたデータ

ベースに学生の自己分析結果を登録し、教職員の面談

を通じて評価されるという側面を持っており、その段

階で自己評価と教職員の評価とのギャップに気づくこ

とも重要な目的である。

学生が学年進行に従って、自分を映す鏡としてこの

仕組みを活用し、「振り返り」と新たな目標設定を繰り

返し、自分を再認識するきっかけとなるようにしたい。

それにより学生が広い視野と新たな能力の獲得に役立

てることを目指している。また支援が必要な学生に着

実に実践することで、中途退学を予防し、一人でも多

くの学生が社会人基礎力を身につけ、人間的成長を遂

げて社会で活躍できることを目的としている。
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学生の学力、学修意欲、志向性が多様化してきた背

景として、一般的には進学率の向上や入学試験制度の

多様化があげられているが、加えて大学入学までの教

育カリキュラムが受験のための対策になっていること

も懸念される。こうした背景により、大学入学後、自

発的な学修スタイルや実体験に基づく学修方法に戸惑

う学生が多いのも事実である。

学生総体の学修における満足度を測る指標として退

学率が考えられるが、退学率はここ数年、年間３％か

ら４％の間を推移している。この状況を年間ではなく、

学生の入学年度別に捉えて、入学後７～８年の経過を

観察するとさらに深刻な現実に突き当たる。2000（平

成12）年度入学者の退学率は、2007（平成19）年３月

現在15.6％であった。退学者に占める過年度生（留年

または卒業延期となった学生）の割合は高く、学業と

の相関は明らかである（図１、図２参照）。

日常的な修学相談や保護者会における懇談会等を通

じて精神的疾患による不登校や引きこもりの学生が顕

在化してきたが、これらの学生には特定の教職員が個

別に担当として付き、継続的な支援が施されている。

今後も大学の教職員とつながりを保つことができ、個

別的な支援を受けることが保証されている。より深刻

なのは、このほかに心身とも健康であるにも関わらず、

無為に日々を過ごしてしまう学生が、一定数存在する

ことである。

これらの学生の授業への出席率は40％～80％が多

く、GPAは1.0～2.0である。授業への出席率60％～

80％の学生も含まれているが、教員からの報告やGPA

から判断すると、学修効果は上がっていないとみるべ

きである。これらの学生たちは、最終的に卒業できる

ものの、十分なキャリアプランニング、キャリア形成

は実現できていない可能性がある。しかしながら、あ

る程度のGPAと出席率を保っているため、学業不振者

として面談する修学相談の対象からは外されてきた

（図３のＢ参照）。

また本年度実施した1,000件以上のキャリアミーティ

ングの結果によれば、彼らには自ら進んで物事に向き

合った経験が乏しく、自分のことをよく理解していな

いという共通点が見出された。そのため将来の進路に

ついても真剣に考えたことがなく、大学生活に目的を

見出せないまま日常を過ごしているケースが多い。

正課教育のターゲットが比較的修学意欲の高い学生

（図３のＡ層）におかれていることもあり、同Ｂ層の学

生は大学との関係が希薄な状況にあった。彼らは放置

しておけばニート、フリーターとして社会へ出てゆく

危険をはらんでおり、たとえ就職しても早期に離職す

る可能性が高いと思われる。

本プログラムはこのような現状を背景とし、これら

の学生層を中心に、意識改革を促して自立する支援を

行き渡らせることをコンセプトとしている。
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図２　入学年度別退学率と過年度生の割合

図１　退学者数と退学率

図３　2006（平成18）年度　出席率と年度GPA
Ａ：正課教育の対象範囲
Ｂ：新たな支援が必要な範囲
Ｃ：修学相談の対象範囲



４．本プログラムの独自性（工夫されている内容）

（１）コンピテンシー診断

入学時学力診断のほかに、コンピテンシー診断を導

入する。これは従来行ってきた適性検査が性格、価値

観といったどちらかといえば先天的特性を測るのに対

して、「能力・興味・関心・こだわり」といった後天的

に獲得された行動や思考の特性にまで踏み込んだ検査

を行い、学生に自分の強みと弱みを把握させ、自己理

解の徹底を促すものである。

この行動特性の検査は学生が実社会に出たときに、

自己のどの特性が役に立ち、何が不足なのかを自分の

目で見極めるために利用し、どのようなスキルを獲得

して就職につなげていくかを学生自身に考えさせるも

のである。

（i）コンピテンシーの例

・要望に応える力

・新しい価値を創る力

・何かを変える力

・きちんとやる力

・自らを生かす力

・互いを生かす力

（ii）コンピテンシー診断の概念図

この診断結果をK-SMAPYに記録し、次に述べる学

生の自発的ポートフォリオ作成の基礎資料とする。そ

の後も自己の社会的能力と特性を継続的に把握して成

長を実感するため、毎年診断を実施する。その結果は

K-SMAPYに蓄積し、学生へフィードバックする。

この取組により「自己の適性に合った仕事」に就く

可能性を広げ、ミスマッチによる安易な離職を防ぐこ

とにつなげていく。

入学をゴールだと思ってしまった学生は、就職活動

においても就職と入社を最終目標と捉えてしまうこと

が多い。コンピテンシー診断は初年次から将来のキャ

リア形成に向けて主体的な活動を開始する動機付けで

あり、学生生活に具体的な目的を見出し、就職活動に

おいては就職後の人生を視野に入れたキャリアデザイ

ンを意識してもらうことを目指している。

（２）学生ポートフォリオ

コンピテンシー診断の結果をK-SMAPYに取り込み、

それを起点として学生ポートフォリオの作成を推進す

る。学生はコンピテンシー診断結果に対する自分なり

の感想と評価を入力するとともに、今までの自分を振

り返る作業を行い、自己評価を実施する。

大学からは入学時学力診断の結果をはじめ、学生の

自己評価を促すための情報を提供する。学年進行に伴

って授業への出席率、GPAなど大学から提供する情報

を増やしていく。

学生は「振り返り」と自己評価を繰り返し、ポート

フォリオを教職員に積極的に評価してもらうことを通

じて、社会のなかで自分を生かす道を模索する。
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図４　コンピテンシー診断の概念図

表１　大学から学生ポートフォリオに提供する情報

社会で必要と

される思考・

行動の特性を

把握



本学が導入する学生ポートフォリオは学生の主体的、

自発的な作成に主眼をおいているため、学生の「大学

からやらされている」という意識を取り除きつつ、多

くの学生が参加できることが肝要である。本年の入学

時学力診断の結果は100％の学生がK-SMAPYで確認し

ており、診断結果通知との組み合わせは利用率を上げ

るためには有効だと思われる。

この仕組みの運用には教務部、学生部、就職部の教

職員がすべて関わり、ポートフォリオを学生カルテと

して活用し、多様化する学生の「個」と「質」に対し

て直接働きかける学生支援を実現していく。この仕組

みをK-SMAPYを通じて運用していくことで多くの学

生の参加が期待でき、教員もキャリア形成支援の最前

線に参画することになる。

正課教育におけるキャリア形成支援は比較的学修意

欲の高い学生が対象となっていたが、この仕組みを導

入することによって不本意入学者や修学意欲の低い学

生にも、より効果的な動機付けを行うことができる。

さらにISO27001の基準に則ったセキュリティ運用を

行って継続的に学生の信頼を獲得していく。この取組

はITを活用して支援を必要としている学生を迅速かつ

正確に把握し、的確な支援を行う点が、運用体制も含

めて大いに他大学の参考になると思われる。

５．本プログラムの有効性（効果）

「学生みずから発信する『自分史』作成支援」によっ

て期待できる効果は、以下の３点である。

第一はコンピテンシー診断によって、学生に自分の

強みと弱みを把握させ、徹底した自己理解の上にキャ

リア形成を行うことができる点である。コンピテンシ

ー診断では、学生自身が今まで気づかなかった能力や

適性を発見することが可能である。例えば本学の学生

は数学が苦手だと言われており、そのような潜在意識

をもつ学生は少なくない。ある授業で数学が苦手だと

公言していた学生が、数的処理に関する課題に取り組

んだ際、非常に高い能力を示したことがあった。この

ような気づきと自己評価はその後の学生の成長に大き

く寄与するものである。

正課教育においては全学共通領域や副専攻によって

幅広い選択肢を保証しており、学生の新たな気づきに

よる志向性の変化や拡大、さらには「やり直し」にも

十分対応することができるであろう。

第二は教職員が、学生ポートフォリオを面談等に活

用することで、学生の特性を理解し、その自立と成長

を促す支援ができるようになることである。自己評価

と教職員の評価とのギャップに気づいた学生は、自己

の特性をより客観的に評価できるようになる。これは

職業を選択する際に自分を生かす視点を取り入れるこ

とを可能にし、結果として早期離職の減少につながる

ものである。

第三は、正課における導入教育と併せて実施してい

くことにより、約３割を占める不本意入学者や修学意

欲の低い学生に大学生活の意義を提示できることであ

る。不本意入学者は、自分の居場所すら確保できてい

ないことが多く、大学生活の目的も見失いがちである。

できるだけ早い時期に自己分析をする機会を提供し、

自分を生かす道を模索する仕掛けをつくることで、漫

然と受けていた授業に初めて価値を見出すことができ

る。

この取組全体を通じて、前へ踏み出す力、自ら計画

を立て実行する力、相手の意見を聴き、自己を表現す

るコミュニケーション能力など、複雑・多様化した社

会で生きていくための「社会人基礎力」を育む効果が

期待できる。またこれらに付随する副次的な効果とし

て、中途退学や留年（卒業延期）となる学生を減らし

ていくことを期待している。

６．本プログラムの改善・評価

本取組の評価は、従来行ってきた支援と同様、学生

のポートフォリオ活用度、教職員の参加度、ポートフ

ォリオ支援に携わる部署の自己評価を通じて総合的に

評価する。そのほか学生へのアンケートを繰り返し行

い、意見や要望を聴く。また他大学や学会等に事例紹
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表２　学生が入力する情報



介をする機会をつくり、外部からの評価も積極的に受

けていく予定である。

この取組において個々の学生が得られた効果を数値

として可視化することは困難であるが、授業への出席

率やリポート提出による参加度、GPA、成績を指標と

して評価対象のグループごとに検証する。その際には

退学率、卒業延期率も重要な評価指標となる。評価組

織は、学生部・就職部・教務部から学生支援担当教員

を選出し、定期的に連絡会議を開催して毎年評価会議

を実施する。

表３は評価指標の一例であり、この他に個別の事例

報告を実施する。評価結果は学部長会等に報告し、次

年度以降の基本計画を検討し、実施後にチェックを行

うサイクルを確立する。

７．本プログラムの実施計画・将来性

2007（平成19）年度は、１年生の前期GPAと12月ま

での出席状況を基に、新たな学生支援の必要な学生を

特定し、それらの学生層を対象としたコンピテンシー

診断を実施する（図５のＢ）。

分析結果は個々の学生にフィードバックされるため、

今後の大学生活のあり方を考える契機となる。同時に

教職員のキャリアカウンセリング能力を向上させるた

め、外部専門機関におけるカウンセリング研修会への

参加及び、外部専門家による学内講演会を実施する。

また部分的にK-SMAPYのアプリケーションを改修し、

コンピテンシー診断結果の閲覧、学生ポートフォリオ

の作成に対応した機能を追加する。

この作業には、ITに関する技術的な判断や実効性の

検証が求められるため、情報センター及び、情報シス

テム課の全面的な協力の下に導入を進める。新たな取

組は従来から事務局情報戦略プロジェクトで検討され

ていた学生カルテ構想を、支援する側の発想から、学

生の視点に立った構想に転換させ、その成長を促すと

いう目的の下に策定したものである。学生カルテ構想

は元々マスタースケジュールに組み込まれており、無

理なく実行できる（図６参照）。

これらの取組成果は、２月の大学教育改革合同フォ

ーラムへの出展及び、学内公開フォーラムの開催によ

って、積極的に他大学や外部に公表し、評価を受けて

いく。

2008（平成20）年度は、すべての新入生にコンピテ

ンシー診断を実施し、正課授業として「キャリア形成

支援科目」を開講する。この授業は、担当する専門の

教員以外に、多数の教職員が授業支援スタッフとして

参加するため、カウンセリング能力の向上にも資する

ものとなる。

2007（平成19）年度のコンピテンシー診断を受検し

た学生のうち、希望する学生は、優先的にこの授業を

履修することができるため、継続的な学生支援として
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図５　2007（平成19）年度　出席率と前期GPA
Ａ：正課教育の対象範囲
Ｂ：新たな支援が必要な範囲
Ｃ：修学相談の対象範囲 図６　國學院大學　情報戦略マスタースケジュール

表３　評価指標の例



も機能する。また、学生・教職員間、さらには、学生

同士のコミュニケーションを促進するため、全学的な

コミュニケーションツールとして利用されているK-

SMAPYにSNSの機能を導入し、Web上に授業以外の

コミュニティを提供する計画である（図７参照）。

2009（平成21）年度以降は引き続き取組を実施する

とともに、成果の検証を行い、仕組みと運用の見直し

を実施する。

４年の補助期間が終了した後は初年次の新入生が卒

業し、いよいよ実社会との接続における効果を測るこ

とができるであろう。その成果をふまえてさらに効果

的な運用を続けていく所存である。

選
　
定
　
理
　
由

國學院大学では、長年にわたってITシステムを活用した学生支援の取組が行われてきており、独自に開発さ

れたWeb支援システムは、大きな成果を上げています。

また、今回申請のあった「学生みずから発信する『自分史』作成支援」の取組は、修学意欲の啓発、自己理

解の伴うキャリア形成、教員の学生支援の精緻化などを目的としたものであり、学生の自己診断、学生ポート

フォリオの作成等によって、学生支援をさらに展開させようとする有意義な試みです。

特に、不本意入学者や修学意欲の低い学生の支援を行う上で、この取組は、他の大学等の参考となる優れた

取組であると言えます。
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図７　コミュニティ（案）


